
実施学年 第 ２ 学 年
教科(科目) 公 民（ 現 代 社 会 ）

(履修規定) 必 修

商業科 ２単位 教 科 書 高等学校 改訂版 新現代社会

単 位 数 食物科 ２単位 （ 第 一 学 習 社 ）

生活文化科 ２単位 副 教 材 最新図説現社 （浜島書店）

福祉科 ２単位 標準高等地図初訂版（帝国書院）

科目の目標 人間の尊重と科学的な探求の精神に基づいて、広い視野に立って，現代の社会と人間についての理解を深

めさせ，現代社会の基本的な問題について主体的に考え公正に判断するとともに自ら人間としての在り方生

き方について考える力の基礎を養い，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

目標達成に向 ・中学校における基礎的学習内容をふまえ，倫理，文化，政治，経済，国際関係等についての様々観点から

けての取組 現代社会の諸問題について課題を設定し、追求する。

・現代社会の様々な問題解決に向け，クラスで意見交換をとおして、現代を生きる一人の人間としていかに

生きるかを考察し、主体的に生きる能力と態度を育成する。

◇ 進度

月 単 元 学習内容・項目・活動等 評価方法･項目等 評価の規準等

４ 第１編 ・科学技術の発達と現代社会 ・授業観察 ・科学技術の発達が社会や生

現代に生きる私 ・科学技術の発達と生命 ・ノート 活を変えてきたことを理解

たちの課題 ・豊かな生活と福祉社会 ・復習プリント する

第２編 第１章 ・大衆社会 ・福祉社会とはどのような社

現代社会の特質 ・少子高齢社会 会かについて理解する

と社会生活の変 ・現代社会の特質や社会の変

化 化について理解する

５ 第２編 第１章 ・高度情報社会 ・授業観察 ・現代社会の特質や社会の変

現代社会の特質 ・国際化社会 ・ノート 化について理解し、その中

と社会生活の変 ・青年期とは ・復習プリント でわたしたちの生き方を考

化 ・青年期を充実させるために ・テスト える。

第２章 ・自立に向けて ・青年期の意義を理解し、現

現代に生きる青 ・社会とのかかわり 在の生活や自己の将来につ

年 ・私たちの生きがい いて改めて考える

・現代の経済の基本的な仕組

みを理解し、日本経済の問

題点について考察する。

中間考査（現代社会の特質・現代に生きる青年等）

６ 第３章 ・技術革新の進展と産業構造の変化 ・授業観察 ・現代の経済の基本的な仕組

現代の経済社会 ・企業の役割と社会的責任 ・ノート みを理解する

と私たちの生活 ・市場のしくみ ・復習プリント ・産業構造や人口構成，企業

・政府の経済的役割 ・テスト の活動内容・社会的責任に

・財政のしくみと税金 ついて理解する

・金融機関のはたらき ・金融や財政の役割を理解す

７ ・日本経済のあゆみ る

・中小企業の現状と役割 ・雇用事情の変化や問題点に

・日本の農業と食料問題 ついて考える

・雇用と今日の労働問題 ・公害防止の大切さと環境権

・労働環境の整備 について理解する

・社会保障と福祉社会 ・消費者主権について理解す

・公害の防止から環境保全へ る

・消費者問題と消費者主権

期末考査 （独占と寡占・財政のしくみ・金融政策・雇用事情の変化・公害・消費者保護政策等）



８ 夏季休業 ・第２回課題テスト（９月実施）に向けての家庭学習

月 単元 学習内容・項目・活動等 評価方法･項目等 評価の規準等

９ 第４章 ・世界の経済体制の動向 ・授業観察 ・国際社会において国家間の

国際経済の動向 ・国際分業と貿易 ・ノート 相互依存関係が深まってい

と日本の役割 ・国際収支と為替相場 ・復習プリント る現代の国際経済について

・日本の貿易 探求する

・国際協力と国際組織の役割

・発展途上国の経済と南北問題

１０ 第５章 ・個人と国家 ・授業観察 ・政治の基本原理を理解する

現代の民主政治 ・基本的人権と法の支配 ・ノート ・憲法の基本原理や平和主義

と私たちの生活 ・世界の政治体制 ・復習プリント を理解するとともに、それ

・日本国憲法の基本原理 ・テスト らの関連する現代の課題に

・憲法第９条と自衛隊 ついて考察する

・日本の安全保障 ・自衛隊をめぐる問題につい

・平等に生きる権利と自由に生きる権利 て理解する

・基本的人権の内容を理解し

、民主主義の本質について

探究する

中間考査（経済体制・国際通貨制度の変容・南北問題・国家成立の思想・人権の国際的保障・憲法の成立等）

１１ ・豊かに生きる権利 ・授業観察 ・基本的人権の内容を理解す

・新しい人権 ・ノート る

・基本的人権と公共の福祉 ・復習プリント ・議会制民主主義の本質に関

・裁判所と人権保障 する理解を深め、その課題

・国会の運営と権限 について考える

・内閣と行政の民主化 ・政治機構の持つ機能につい

・地方自治と住民の福祉 て理解する

・選挙制度の現状と課題 ・国際政治の基本的事項を理

解する

１２ 第６章 ・世論の形成と政治参加 ・授業観察 ・冷戦の終結した理由につい

国際政治の動向 ・第二次世界大戦後の国際社会 ・ノート て理解する

と日本の役割 ・国家主権と国際法 ・復習プリント ・領土問題について理解する

・国境と領土問題 ・テスト

・地域紛争と人種・民族問題

期末考査（新しい人権・国会・内閣・裁判所・地方自治・国際法・領土問題 等）

１ ・国際連合の役割 ・授業観察 ・国際連合の現状と課題につ

・核兵器の廃絶と国際平和 ・ノート いて理解する

・日本の外交 ・復習プリント ・日本の役割について考える

・日本の役割と私たちの生き方 ・テスト

第７章 ・人間の尊厳と生命の尊重 ・民主社会の実現にとって，

民主社会の倫理 ・自由な社会に向けて 自由と平等の実現がいかに

・平等な社会に向けて 大切であるか理解する

２ 総復習 ・授業観察 ・自らの考えをまとめ表現で

３ ・テーマ別学習 ・レポート きる

・復習プリント

・テスト

学年末考査（国際連合の役割・核軍縮問題・日本の外交・人間の尊厳の思想・平等の原理等）

評価の観点及び趣旨



① 関心・意欲・態度

現代の社会事象に関心を持ち，それを意欲的に追求するとともに，社会事象を自分の生活との関わりの中でとらえよう

とする。

② 思考・判断

社会事象の中に現代社会の問題を見出し，問題点を論理的に分析し，問題解決に向けた課題を具体的に考察する。

③ 技能・表現

課題の具体的考察に際して，資料を収集・選択し，資料活用をとおして結論を導き，導いた結論を的確に表現する。

④ 知識・理解

現代社会の仕組みや諸課題を理解し，基本的な知識を身に付けている。

「現代社会」の総合評価における各観点の割合

① 関心・意欲・態度 ２０ ％程度 ② 思考・判断 ２５ ％程度

③ 技能・表現 ２５ ％程度 ④ 知識・理解 ３０ ％程度


